
 1 

社会学系コンソーシアム通信 第17号 

2013年 9月  

 

社会学系コンソーシアム通信第17号をお届けいたします。近々行われる学会大会やその他イベントな

ど各学術団体の活動を広く他の学術団体と共有し，相互のコミュニケーションや交流を広げようとする

企画の一環です。  

本『コンソーシアム通信』は，（１）事務局にお寄せ頂いた参加学協会及び関連学術団体のイベント

詳報，（２）参加学協会の皆様のホームページ上で公表されている学会大会や研究大会のイベント情報，

（３）その他事務局からのお知らせで構成されています。  

今後も，年３回（8月頃，1月頃，5月頃）のペースで，本通信を配信する予定ですので，シンポジウム，

学会大会，国際イベントなど，情報提供の場として，皆様に積極的にご利用いただければ幸いです。  

 

１．参加学協会イベント詳報 

 

☆日本家族社会学会大会のご案内 

日 時 2013年 9月 7日（土）、8日(日) 

会 場 静岡大学 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/map.html 

☆ 2013年度シンポジウム「地域社会と家族戦略」 

司会：中里英樹（甲南大学）・大槻奈巳（聖心女子大学） 

報告者：津富 宏（静岡県立大学国際関係学部、NPO 法人青少年就労支援ネットワーク静岡、NPO法人静岡 2.0

（設立準備中））山地久美子（関西学院大学災害復興制度研究所、NPO 法人神戸まちづくり研究所） 

  西森由美子（子育て支援 NPO 法人「ウィズネイチャー」、東日本大震災子育て家族支援ネット「神戸 

ぽけっと net．」）コメンテーター：神原文子（神戸学院大学人文学部） 

問合せ先 第 23回大会実行員会事務局 

住所：〒422-8529 静岡県静岡市駿河区大谷 836 

静岡大学 人文社会科学部 舩橋惠子研究室内 

Mail：jsfs-taikai[at]bunken.co.jp 

＊詳細につきましては学会HP（http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html）をご覧ください。 

 

２．関連学術団体のイベント詳報 

 

☆日本学術会議公開シンポジウムのご案内 

■公開シンポジウム「学協会の新公益法人法への対応の現状と展望」 

日時：10月 22日（火）13：00〜16：40 

会場：日本学術会議講堂 

趣旨：新公益法人法に基づく新法人への移行受付期間が平成 25年 11月 30日に終了することを踏まえ、本

分科会が学協会に実施したアンケート調査結果に基づいて、学協会の新公益法人法への対応の現状を明

らかにする。また、公益法人を選択することのメリットとデメリット、任意団体が法人格を持つことの

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/map.html
mailto:jsfs-taikai@bunken.co.jp
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メリットなど今後の対応方法についても議論する 

 

プログラム（敬称略）： 

<司会> 前半：福田 裕穂（日本学術会議第二部会員）後半：花木 啓祐（日本学術会議第三部会員） 

13：00 開会挨拶 小林 良彰（日本学術会議副会長） 

13：10 学協会の法人化の現状 

   太田 達男（公益財団法人公益法人協会理事長） 

13：40 学協会の機能強化方策検討等分科会が行ったアンケート調査の報告 

   石原  宏（日本学術会議第三部会員） 

14：00 公益社団法人を選択した中規模学会の現状 

   細田 衛士（公益社団法人環境科学会会長） 

14：20 一般社団法人を選択した小規模学会の現状 

   太田 成男（一般社団法人日本ミトコンドリア学会理事長） 

14：40   <休憩 15分> 

14：55 公益法人・一般法人制度と小規模学会 

   小幡 純子（日本学術会議第一部会員） 

15：15 学会連合体による対応 

   佐藤  学（日本学術会議第一部部長） 

15：30 移行期間終了後に想定される諸問題 

   池田 駿介（日本学術会議連携会員） 

15：45 学協会法人化の今後の展望 

   惠 小百合（公益認定等委員会委員） 

16：05 質疑応答 

16：35 閉会挨拶 田中 耕司（日本学術会議第一部会員） 

16：40 終了 

 

お問い合わせ先： 

  日本学術会議事務局企画課（公開シンポジウム担当） 

   E-mail：sympo[at]scj.go.jp 電話：03-3403-1081 

   FAX：03-3403-1260    03-3403-6295 

 

３．参加学協会イベントカレンダー 

 

９月 

７-８日 日本家族社会学会 第 23回大会（静岡大学静岡キャンパス） 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html 

14-15日 日本都市社会学会 第 31回大会（熊本大学） 

http://urbansocio.sakura.ne.jp/ 

14-16日 2013年 社会情報学会（SSI）学会大会（群馬大学荒牧キャンパス） 

http://www.ssi.or.jp/taikai/2013/ 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html
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I. 収入の部 

科  目 予算額 決算額 予実績差異 備考 

１ 会費 550,000 550,000 0  

  (1) 年会費１万円相当 220,000 220,000 0  

  (2) 年会費 2 万円相当 100,000 100,000 0  

  (3) 年会費 3 万円相当 30,000 30,000 0  

  (4) 年会費 10 万円相当 200,000 200,000 0  

２ 雑収入・寄付 0 31 31 利子収入 

３ 前年度繰越金 120,884 130,362 9,478  

収入合計 670,884 680,393 9,509  

 

II. 支出の部 

科  目 予算額 決算額 予実績差異 備考 

１ 事務局経費 373,800 314,570  59,230  

(1)スタッフ謝金 360,000 300,000  60,000  

(2)HP レンタル・サーバー代 3,800 3,300 500  

(3) 事務管理用品 10,000 11,270 -1,270  

２ 定例会議・理事会開催費 160,000 145,922 14,078  

  (1)評議員会・理事会開催費 20,000 34,396 -14,396  

  (2)定例シンポジウム開催費 130,000 95,991 34,009  

    (3)委員会開催費 10,000 15,535 -5,535  

３ 予備費  137,084 0 137,084  

支出合計 670,884 460,492 210,392  

 

21-22日 日本社会福祉学会 第 61回秋季大会（北星学園大学） 

http://www.jssw.jp/event/index.html 

10月 

12-13日 第 86回日本社会学会大会（慶應義塾大学 三田キャンパス） 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2013/10/12100000.php#more 

26日 2013年度 日本マス・コミュニケーション学会 秋季研究発表会 (上智大学 四谷キャンパス) 

http://www.jmscom.org/ 

11月 

1-3日  日本村落研究学会第 61回大会（福井県越前市） 

http://rural-studies.jp/sonken7.html  

   15-17日 日本労働社会学会第 25回大会 (東北福祉大学) 

http://jals.jp/blog/?p=71 

5月 

   9-10日  社会事業史学会第 42回大会 (長崎純心大学) 

http://www.jshsw.cher-ish.net/ 

 

４．社会学系コンソーシアム 2012年度収支報告 
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５．コンソーシアム事務局からのお知らせ 

 

（１）「世界へのメッセージ」の進捗状況 

前回までの通信でもお伝えしておりますとおり，社会学系コンソーシアムは，2014 年に横浜で行われる世

界社会学会議 ISA に向けて，参加学協会の皆様との共同で，「世界へのメッセージ Messages to the World 

Sociologists from Japanese Scholars」を作成する事業を進めています。日本の社会学系学問を世界に示すこ

とを趣旨とし，コンソーシアム参加学協会それぞれが歴史や研究動向，3.11 以降の課題を踏まえて執筆した

メッセージを一冊にまとめて公刊する予定でいます。 

昨年 3 月以降,「世界へのメッセージ編集委員会」が実質的に活動を開始し, 年 6 回開催された委員会会議

を通じ, 様々な検討を重ねて参りました。参加学協会の皆様に原稿執筆のご依頼をしてから一年余りが経ち， 

ご提出頂いた日本語原稿は英訳を終えております。また、ご提出頂いた英語原稿はこれからネイティブチェッ

クの過程に入ります。その後、 全体の編集を進めていく予定でおります。参加学協会の皆様方のご協力よろ

しくお願いいたします。 

 

世界へのメッセージ編集委員会 

委員長 庄司興吉 

 

（２）2013年度シンポジウム開催のお知らせ 

2014年１月 26日に、シンポジウムを開催いたします。今回のテーマは「高齢化社会の若者論-労働・福祉・

コミュニティ」(仮)です。日時及びプログラムの詳細につきましては、改めてご連絡いたします。 

 

（３）評議員変更に伴う、各参加学協会の事務局へのお願い 

社会学系コンソーシアムは参加学協会の皆様方からのご協力により成り立っています。本コンソーシアムが

参加学協会の間をつなぐネットワークとしての機能を十分に果たすためには、各学協会の評議員の先生方と迅

速かつ確実に連絡を取ることができる体制が必要となってきます。ご足労おかけしますが、本コンソーシアム

評議員となる先生に変更がある際には、変更日と後任者の情報（氏名、所属、メールアドレス）を社会学系コ

ンソーシアム事務局（socconsortium [at] socconso.com）までご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

事務局・問い合わせ 

 

『社会学系コンソーシアム通信』やコンソーシアムのホームページは，参加学協会の皆様の情報交換の場と

して積極的にご活用頂けましたら幸いです。掲載したい情報やご質問など，お気軽に事務局までお寄せ下さい。

お待ちいたしております。 

 

＊事務局（慶應義塾大学内） 

有末賢・石田幸生・村山陽 

E-mail： socconsortium [at] socconso.com   

※(at)を@に変えてください 

Website： http://www.socconso.com/ 
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＊財務担当事務局（首都大学東京内） 

玉野和志 

 

＊ニュースレター・社会学系コンソーシアム通信編集担当 

渡辺秀樹・橋本健二・村山陽 

 

 

 


